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⽣駒市の認知症施策
の取組についての取組に いて

⽣駒市⻑ ⼩紫 雅史
平成28年3⽉1⽇

こむらさき まさし

Ⅰ 現状
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【認知症⾼齢者数について】

全国（厚労省資料：新オレンジプランより）

２０１２年 ４６２万⼈２０１２年 ４６２万⼈
２０２５年 ７００万⼈⇒１．５倍

⽣駒市（要⽀援・要介護認定者数から推計）

２０１２年 ２，１５０⼈
２０２５年 ４ ３８５⼈ ２ ０４倍２０２５年 ４，３８５⼈⇒２．０４倍

（第６期介護保険事業計画策定時資料より抜粋）

→予防、悪化防⽌の取組が不可⽋

Ⅱ これまでの取組



2016/3/2

3

【認知症サポーター養成講座の開催】

サポーター数：４，６６２⼈
キャラバンメイト数：８０⼈
（Ｈ２８年１⽉末現在）

【認知症キャラバンメイトの養成・育成】
○認知症サポーター養成講座の講師役を担う⼈を養成⇒育成！

【脳の若返り教室の実施（市内４ヶ所 ６教室）】
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【認知症料理教室の開催】

【認知症カフェ】

【ちょぼらカフェあずさ】

場所：梅寿荘地域包括⽀援センター内
曜⽇：毎⽉第１⽊曜⽇
時間：午後１時半〜３時半
利⽤料：飲物100円、お菓⼦100円

認知症の⼈、家族、専⾨家、地域の⽅

【⽣駒市介護者（家族）の会】
【社団法⼈認知症の⼈と家族の会】

認知症の⼈、家族、専⾨家、地域の⽅
が集う場です。
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【徘徊⾼齢者の模擬訓練（⾃治会単位での捜索訓練）】

【⾒守りキーホルダーと
⾒守り反射シールの配布】
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・物忘れ相談事業（原則 毎⽉、第２⽕曜⽇ 予約制）

【その他の取組】

・認知症地域⽀援推進員の配置（平成２７年度配置）

Ⅲ これからの取組
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【認知症初期集中⽀援チームの発⾜】
平成28年度の新規予定

●認知症初期集中⽀援チーム
複数 専⾨職によ 個別 訪問⽀援

●専⾨医療機関（認知症疾患医療センター等）

複数の専⾨職による個別の訪問⽀援
（受診勧奨や本⼈・家族へのサポート等）

認知症サポート医
である専⾨医

訪問（観察・評価）●かかりつけ医・⻭科医

医療系＋介護系職員（保健師、看護師、介護
福祉⼠、社会福祉⼠、精神保健福祉⼠等）

訪問担当者

●認知症地域⽀援推進員
地域の実態に応じた認知症施策の推進

（医療・介護・地域資源と専⾨相談等）

相談
訪問（観察 評価）●かかりつけ医 ⻭科医

相談

【認知症初期集中⽀援チーム】
平成28年度の新規予定

介護や医療の専⾨家によるチームです。
専⾨家が家族や周囲の⼈からの要請を受けて、
認知症が疑われる⼈を訪問し、適切な⽀援を
提供します。

◇認知症の評価
◇適切な医療機関の受診を促し、継続的な医療⽀援に繋げる
◇適切な介護サービスの案内や介護⽅法についての情報提供など



2016/3/2

8

【コグニサイズ（認知症予防教室）の開催】

場所：あすか野介護予防拠点施設
曜⽇：毎⽉第１・第３⽔曜⽇

場所：コミュニティセンター
曜⽇：毎⽉第２・第４⽔曜⽇

※平成28年4⽉〜

⽣駒市：介護予防施策の先進地
→ 厚⽣労働省のHPにも複数掲載

Ⅳ 最後に
→ 厚⽣労働省のHPにも複数掲載

全国各地から多数の市町村が視察来訪

介護予防の取組･･･認知症を予防する上でも⼤変有効

活き活きシニアライフを⽬指し、
共に頑張って参りましょう！
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ご清聴ありがとうございました。


